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伴う影響評価結果

なお，後次回以降申請する機器・配管系については，各申請回次に影響

評価結果を示す。
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1.  概要  

本資料は，再処理施設，廃棄物管理施設の設計基準対象施設及び再処理施

設の重大事故等対処施設に対する耐震計算書の評価結果を補足説明するも

のである。  

 

建物・構築物の地震応答解析に用いる地盤モデルについては，事業変更許

可申請書に記載の値を採用しており，支持地盤である鷹架層の地盤物性のば

らつきを考慮した物性値については，ボーリング調査孔の PS 検層結果に基

づき設定している。  

ここでは，補足説明資料「耐震建物 08 地震応答解析に用いる地盤モデ

ル及び地盤物性値の設定について」に示した建物・構築物の直下もしくは近

傍の PS 検層データ（以下，「直下 PS 検層データ」という。）の物性値を用い

た基本ケース及び設計用地盤モデルである地盤物性のばらつき幅を超えた

ばらつきケースの応答波が機器・配管系の耐震計算書の評価結果に対して影

響を与えないことを示す。  

また，本資料は第 1 回申請（令和２年 12 月 24 日申請）のうち，以下に示

す添付書類の補足説明に該当するものである。  

・再処理施設  添付書類「Ⅳ -2-1-3-2-1（ 1）安全冷却水Ｂ冷却塔

の耐震計算書」  

 

2.  直下地盤モデルを用いた地震応答解析の結果を用いた影響検討方針  

直下地盤モデルによる影響検討にあたっては，事業変更許可申請書及び設

工認  添付書類  地震応答解析の基本方針上に示している機器・配管系の入

力地震動である設計用床応答曲線を用いた影響検討を行う。  

 

2.1  設計用床応答曲線について  

機器・配管系の耐震評価に用いる設計用床応答曲線は， 1 質点系の各固

有周期の応答値に対する最大値を描いた床応答曲線に対して，影響を与え

る因子（以下，「影響因子」という。）である地盤物性，建屋剛性，地震波

の位相特性等を考慮し，床応答曲線の応答値の周期軸方向に±10％の拡幅

したものであり，影響因子により生じる最大応答値の周期軸方向の変動を

補ったものとして原子力発電所耐震設計技術指針  JEAG4601-1987（以下，

「 JEAG4601」という。）に示されており，基本方針「Ⅳ -1-1-6 設計用床応

答曲線の作成方針」において同様の方針で作成することとしている。  

今回の直下地盤モデルによる影響検討にあたっては，床応答曲線への影

響を与える因子の一つである地盤物性に対する影響であることから，設計

用床応答曲線の拡幅範囲に含まれていることの確認を行う。  
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2.2  検討項目  

検討項目については直下 PS 検層データを考慮した直下地盤モデルの基

本ケース及び評価対象建屋の直下もしくは近傍における PS 検層結果の速

度構造が設計用地盤モデルに考慮しているばらつき幅を乖離する建屋・構

築物に対するばらつきケースの地震応答解析の結果を検討項目とし機器・

配管系への影響検討を行う。  

2.3  検討内容  

上記項目に対する機器・配管系の影響検討にあたっては，設計用床応答

曲線と直下地盤モデルの基本ケース及びばらつきケースの床応答曲線の

加速度比を用いた簡易評価及び詳細評価により耐震性に影響がないこと

を確認する。  

また，剛性の高い機器・配管系については，設置床面の最大床応答加速

度を用いた加速度比較により上記と同様に影響検討を行う。  

 

2.3.1  簡易評価  

設計用床応答曲線と直下地盤モデルに基本ケース及びばらつきケース

の床応答曲線の加速度比較を行い，機器・配管系の固有周期を考慮し， 1

次固有周期以下で最大となる加速度比を算定し，耐震計算書に示す最大応

力比もしくは各方向の地震荷重に応答倍率を乗じて算出された応力比が

1.0 以下であることの確認を行う。（算定方法 a）  

応力比が 1.0 を超える場合には設備毎の各次数での固有周期における最

大加速度比を用いて上述と同様に応答倍率にて算定し，応力比が 1.0 以

下であることを確認する。（算定方法 b）  

第２ -１図で簡易評価時の加速度比算定方法について示す。  
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1 次固有周期以下の範囲にて設

計用床応答曲線を超過する周期の

最大加速度の比率を用いて簡易評

価を行う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

各設備の次数における固有周

期にて設計用床応答曲線を超過

する周期の最大加速度の比率を

用いて簡易評価を行う。  

 

 

 

 

 

 

 
 

第２ -１図  簡易評価時の加速度比算定方法  
 

2.3.2  詳細評価  

簡易評価で応力比が 1.0 を超える場合には，設工認申請書の耐震計算

書の入力条件を用いて，設計用床応答曲線の加速度値を入れ替えた評価を

実施する。  

 

3.  影響検討結果  

2.の検討内容に基づいて影響検討した結果については，別紙にて示す。  

 

4.  まとめ  

直下地盤モデルを考慮した建物・構築物の地震応答解析の応答波に対す

る第 1 回申請対象のうち設備への影響検討の結果として耐震性に影響がな

いことを確認した。  

なお，後次回以降申請する機器・配管系については，各申請回次に評価

結果を示す。  
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再処理施設 安全冷却水Ｂ冷却塔における 

直下地盤の影響を考慮した耐震性に関する影響検討結果 
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1. 概要  

本資料は，再処理施設の設計基準対象施設の安全冷却水Ｂ冷却塔に対し，

直下地盤の影響を考慮した地震応答解析の結果について示す。  

ここでは，安全冷却水Ｂ冷却塔の支持架構及び支持架構搭載機器に対し，

直下地盤の影響を考慮した地震動による設備への耐震性に関する影響に

ついて示す。  

なお，直下地盤モデルを考慮した床応答曲線として包絡している地震動

はこれまで実施した評価にて影響の大きい地震動を代表として選定して

いる。  

 

2. 検討内容    

 

 

 

 

3. 検討結果  

安全冷却水Ｂ冷却塔の支持架構に対する設計用床応答曲線を比較した

結果について第３ -１図に，支持架構搭載機器に対する最大床応答加速度

を比較した結果については第３ -１表に示す。  
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※基準地震動の設計用床応答曲線については，各地震動を包絡した値を示す。  

 

【床応答曲線の説明】  

 

 

 

  

 固有周期（秒）  説明  

水
平 

 
 

 
 

鉛
直 

 
 

第３ -１図  直下地盤モデルでの床応答曲線と  

設計用床応答曲線の比較  

建屋名： 安全冷却水B冷却塔 建屋名： 安全冷却水B冷却塔
地震波名：直下地盤モデル応答 地震波名：直下地盤モデル応答
方向： EW/NS 方向： UD
床レベル （Ｍ） 床レベル （Ｍ）
減衰定数 （％） 減衰定数 （％）

応
答
加
速
度
（
Ｇ
）

固有周期（秒）

応
答
加
速
度
（
Ｇ
）

固有周期（秒）
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（単位：Ｇ）  

※基準地震動の最大床応答加速度については，各地震動を包絡した値を示す。  

  

 EL 
方

向  

設計用  

地盤モデル  

直下地盤モデル  

加速度  

比率  
設計用  

床応答  

加速度  

（ G）  

標準  

（ G）  

地盤物性  

+1σ  

（ G）  

地盤物性  

-1σ  

（ G）  

冬
期
運
転
側
ベ
イ 

E W 

NS 

UD 

EW 

NS 

UD 

EW 

NS 

UD 

冬
期
休
止
側
ベ
イ 

E W 

NS 

UD 

EW 

NS 

UD 

第３ -１表  直下地盤モデルでの最大床応答加速度と  
設計用地盤モデルで最大床応答加速度の比較  
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安全冷却水Ｂ冷却塔の支持架構に対する簡易評価の結果について第３ -

２表に，支持架構搭載機器に対する簡易評価を実施した結果については第

３ -３表に示す。  

また，安全冷却水Ｂ冷却塔の支持架構搭載機器のうちファンに対する詳

細検討として，動的機能維持評価に関する結果については第３ -４表に示

す。  

 

第３ -２表  直下地盤を考慮した支持架構への詳細検討結果  

部材  応力  
A4 冷却塔（冬期運転側ベイ）  
応力比  α  応力比×α  

基礎ボルト  せん断     

 

部材  応力  
A4 冷却塔（冬期休止側ベイ）  
応力比  α  応力比×α  

基礎ボルト  せん断     

 

第３ -３表  直下地盤モデルを考慮した支持架構搭載機器への詳細検討結果  

 
E.L（ｍ）  a.最大応力比  

b.直下地盤を考慮

した加速度比  

応力比  

（a×b）  

冬期運転

側ベイ  

冬期休止

側ベイ  

※「 b.直下地盤を考慮した加速度比」が 1 .00 未満であることから，応力比（a×b）の算

出は省略とする。  
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第３ -４表  安全冷却水 B 冷却塔ファンの動的機能維持への詳細検討結果  

 

4．考察及びまとめ  

  

 

 

 
E.L（ｍ）  a.最大応力比  

b.直下地盤を考慮

した加速度比  

応力比  

（a×b）  

冬期運転

側ベイ  

冬期休止

側ベイ  
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